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日本最高峰のトラックレースで、8月のブダペスト世界選手権大会の
代表選考会でもある日本選手権大会が開催されました。
とても高い参加標準記録を突破しなければ出場できない大会ですが
昨年のホクレン大会で突破した田村選手が5000mに出場しました。
足の故障で満足な準備ができずに、欠場することも考えた中でしたが
この大会への強い思い入れがあり、
今後に向けて更に進んでいくために、出場を決断しました。
記録としては決して良い結果ではないかもしれませんが、
最後まで力を振り絞って走る姿は多くの方へ勇気を届けるものでした。
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たくさんの応援をありがとうございました。
11年ぶり、6度目となったこの日本選手権で8位入賞を目標として
取り組んできましたが、4月中旬からの怪我が長引き完走することが
精一杯というレースでした。
普段のレースであれば棄権することが妥当な判断である状態でしたが
私の競技人生にとって大きな意味を持つ大舞台だったので
どうしても走りたいという私の我儘で出場させていただきました。
日本選手権の出場権を得られるよう
そして無事にスタートラインに立てるようにと
最後の最後までサポートをしてくださった方々の力なしには
当日を迎えられませんでしたし、現地やテレビの前で声援を送ってくださる方々が
いたからこそ、逃げずに最後まで走り切ることができました。
沢山の温かい方々に支えられ、一言では言い表せない感謝の想いで一杯です。
そして走り終えたあと、もう十分やり切ったと思うのか、次こそはと思うのか
どういう感情になるのだろうとレース前は考えていましたが
私は後者のほうでした。
11年ぶりのチャンスを生かせなかった自分の弱さや未熟さを受け止め
残り少ない競技人生を悔いなく終えられるよう
そして皆様によい結果をご報告できるよう
またここをスタートとして前を向いて進んでまいります。
今後とも応援をよろしくお願いいたします。
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